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皆さま、新しい年をどのようにお迎えでしょうか。昨年も多くの方にご利用いただき、ありがとうございました。おかげさ

までやまびこは２３回目のお正月を迎えることができました。今年も皆さまと一緒に笑顔あふれる一年にしていきたいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

まずは、新年最初の｢こだま｣ということで、やまびこスタッフからのご挨拶をさせて頂きたいと思います。また、理事長

からも新年の挨拶を頂きました。 
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皆さま、あけましておめでとうございます。昨年は物価が上がり、猛暑が続き、自然災害も多く、暮らしの中で大変な

事が多かったように思います。そんな中やまびこでは、春には牧歌の里、秋にはリトルワールドに日帰り旅行に行く事

ができました。その他にも夏祭りやリンゴ狩り等、素敵な体験ができました。私はどんな方でも、普段の活動場所以外

に楽しみの場や、気分転換ができる場、新しい人間関係に出会え、刺激がもらえる場が必要だと思っており、やまび

こがそんな場所になれたらと思います。どうぞ今年もよろしくお願い致します。 

 

明けましておめでとうございます。今年はうま年ですね。私の好きなことわざのひとつに、「人間万事塞翁が馬（にん

げんばんじさいおうがうま）」があります。一見不幸にみえる出来事が幸運につながったり、またその逆もあるというこ

とのたとえです。辛くて悲しい出来事や経験があったからこそ今の成長した自分がいる…と思えるようになりたい。か

つ皆さんもそう思うことができるように応援していきたい・・・と思います。今年もよろしくお願いいたします。 

 

明けましておめでとうございます。昨年は、以前のように、少しずつ、やまびこの行事やクラブを行えるようになり、

皆さんと一緒に、たくさんの楽しい思い出ができました。 

今年も、行事やクラブの活動の中で、皆さんと一緒に、たくさん楽しい時間が過ごせたらいいなと思います。        

相変わらず、よろしくお願いします。 

 

明けましておめでとうございます。昨年は、皆さんとたくさん思い出を作ることができました。皆さんと関わる中で、

他愛もない会話や、ふとした一言から気づきを得たり、元気をもらいました。今年もクラブや行事などで皆さんと楽し

い時間を過ごせるのが楽しみです。一緒に笑ったり、新しいことに挑戦したり、思い出をたくさん作って行きましょう！

今年もよろしくお願いします。 

 

あけましておめでとうございます。昨年は大変お世話になりました。やまびこに勤務して約1年が経ち、顔なじみの

方との再会や、初めて関わる方との新しい出会いなど、たくさんのご縁があったなぁと感じています。やまびこに来所

された際に顔を覚えて話しかけてくださる方も増え、嬉しく思っております。今年もみなさんが安心して充実した生活

が送れるようサポートしていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

明けましておめでとうございます。旧年中は大変お世話になりました。今年はうま年ですね。うまと聞いて思い出すのは山

のことです。奥穂高岳から西穂高岳に向かう縦走路に「馬の背」と呼ばれる岩場があります。奥穂高側から行くと、体を崖

に投げ出すようにして降りる形になります。何度か通ったことがありますが、なかなかの難所です。怖い場所ではあります

が、あの絶景をまた見に行きたいなぁと想う場所でもあります。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 



 

新年最初の挨拶を当法人の理事長で、須田病院院長の加藤秀明先生にお願いしました。 

                                                        須田病院長  加 藤 秀 明 

明けましておめでとうございます。「合理的配慮」という言葉を最近よく耳にします。障害者差別解消法が２０２４年

に改正され、すべての事業者に障害者への合理的配慮の提供が義務づけられました。合理的配慮は障害者権利

条約に基づくもので共生社会の礎になる大切な考え方です。合理的配慮とは、障害のある人が障害のない人と平

等に社会参加できるように、その障害の特性に応じた調整をできる範囲で行うこととされます。例えば、聴覚障害の

ある人に手話通訳を、視覚障害のある人に音声を提供するなどです。発達障害の人には、業務指示をする人は 1

人に決め、作業手順をマニュアル化することなどが合理的配慮になると思います。 

 では、精神障害や精神疾患をもつ人にとって合理的配慮とはどういうことでしょうか。精神障害は多様ですし、同じ

障害でも人によって問題点は異なることもあり、その合理的配慮を表現することは難しいものだと思います。合理的

配慮を自分がして欲しい配慮と考え、「困ったこと」や「苦手なこと」を考えてみると良いと思います。自分では気づか

ないこともありますので、やまびこのスタッフに相談して一緒に考えてみましょう。逆に自分の得意なところを生かす

工夫が見つかるかもしれません。 

 やまびこのある利用者から私が昨年書いた挨拶文は「なかなかよい」

とほめられました。「オレンジの心」が良いとのことでした。生仁会は今年

も障害者支援のシンボルカラーであるオレンジの心を大切にして活動し

たいと思います。イラストは高山市において「認知症 暮らしやすいまち 

高山市」の講演をしたときにアルカディアの籠戸さんに作ってもらいまし

た。マリーゴールドの花道を孫と犬と一緒に歩いています。今年もよろし

くお願いします。 
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 11月8日に、行事「りんご狩り」を行いました。りんご農園へ向かう前に、まずは

モンデウス飛騨位山でお弁当タイム。お弁当のあとは、周辺を散策したり、室内

でカードゲームなどをしてゆっくり過ごしました。少しお腹が減ってきたころ、いよ

いよりんご農園へ。採れたてのりんごはみずみずしく、その場でいただくと格別の

おいしさでした。参加者の皆さんからも「美味しい」「来てよかった」といった声が聞

かれ、季節を感じる楽しい行事となりました。 

 


